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※
投
票
日
（
９
月
11
日
）
に
用
務
、
旅
行
等

の
た
め
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
天
川
村
役
場
内
の
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
申
し
出
て
、
期
日
前
投
票
を
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。（
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

な
お
、
入
院
中
の
方
は
病
院
長
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

◎
「
期
日
前
投
票
」
と
は
、
従
前
の
「
不
在

者
投
票
」
に
変
わ
る
制
度
で
す
。

【
期
日
前
投
票
期
間
】

▼
衆
議
院
議
員
総
選
挙

８
月
31
日（
水
）か
ら
９
月
10
日（
土
）ま
で

▼
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

９
月
４
日（
土
）か
ら
９
月
10
日（
土
）ま
で

【
開
票
日
時
及
び
開
票
所
】

▼
開
票
日
時

平
成
17
年
９
月
11
日（
日
）午
後
８
時
00
分
よ
り

▼
開
票
場
所

天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

天川村の各投票所は、次のとおりです。

投 票 所 名 場　　　　所 対 象 地 区
第1投票所 洞川地区公民館（大会議室） 洞　川
第2投票所 天川村山村開発センター（大ホール） 北角～沖金
第3投票所 中谷地区集会所 中谷～沢原
第4投票所 南日裏地区集会所 五色～坪内
第5投票所 栃尾生活改善センター 九尾～和田
第6投票所 ふるさとセンター「つどい」 籠山～山西
第7投票所 広瀬地区老人憩の家 広　瀬
第8投票所 塩野地区集会所 塩　野

恒
例
と
な
っ
た
お
盆
の
成
人
式
が
、
今

年
も
天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
、
当
日
は
21
名
（
男
子
８
名
・
女
子

13
名
）
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
厳
粛
に
式

典
が
行
な
わ
れ
る
な
か
、
車
谷
村
長
が

「
人
生
の
新
し
い
出
発
と
し
て
の
心
構
え

を
持
ち
常
に
初
心
に
か
え
っ
て
研
鑽
に
励

ま
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
贈
ら
れ
、岡
下
議
会
議
長
、

上
杉
教
育
長
、
赤
井
天
川
小
学
校
長
か
ら

も
温
か
い
祝
福
の
言
葉
が
お
く
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
あ
と
成
人
者
を
代
表
し
て
乾
井
和

軌
さ
ん
が
「
村
長
様
は
じ
め
ご
来
賓
の
み

な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉
を
心
に

刻
み
、
知
性
と
教
養
を
身
に
つ
け
て
何
事

に
お
い
て
も
自
分
の
責
任
で
対
処
で
き
る

よ
う
な
判
断
力
と
大
き
な
困
難
に
も
立
ち

向
か
え
る
勇
気
を
養
い
、
社
会
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
力
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
期

待
に
お
応
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、

祝
賀
会
が
は
じ
ま
り
思
い
出
の
写
真
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、
自
己
紹
介
で
将

来
の
抱
負
や
現
況
な
ど
を
報
告
し
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
も
っ

て
自
分
の
将
来
を
み
つ
め
て
い
る
す
ば
ら

し
い
若
者
た
ち
に
触
れ
頼
も
し
く
思
い
ま

し
た
。

御
成
人
お
め
で
と
う

平
成
17
年
9
月
11
日
執
行

投
票
所
で
の
投
票
時
間
は

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
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天
川
村
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

予
定
人
員
一
般
事
務
職
、
２
名
程
度

a

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

s

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま

せ
ん

¡
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

¡
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

¡
天
川
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処

分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

¡
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

d

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
在
留
活
動
に

制
限
の
な
い
在
留
の
資
格
を
有
す
る
人
に
限
り
ま
す

a

日
　
　
時

平
成
17
年
10
月
16
日（
日
）

集
合
時
間

午
前
８
時
40
分
　
試
験
開
始
　
午
前
９
時

s

場
　
　
所

天
川
村
大
字
沢
谷
60
番
地

天
川
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

a

試
験
申
込
書
は
天
川
村
役
場
総
務
課
で
配
布
し
ま
す

※
郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
90

円
切
手
を
は
っ
た
も
の
）
を
同
封
の
う
え
、
天
川
村
役

場
総
務
課
人
事
係
（
〒
６
３
８
―
０
３
９
２
　
吉
野
郡

天
川
村
大
字
沢
谷
60
番
地
）
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

天
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http：

//w
w
w
.vill.tenkaw

a.
nara.jp/jinji

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

s

受
験
申
込
の
方
法

受
験
希
望
者
は
、
所
定
の
試
験
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
天
川
村
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
必
ず
「
職
員
採
用

受
験
」
と
朱
書
し
、
簡
易
書
留
又
は
配
達
記
録
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
に
よ
る
受
験
申
込
は
で
き

ま
せ
ん
。

a

申
込
先
　
〒
６
３
８
―
０
３
９
２

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60
番
地

天
川
村
役
場
総
務
課
人
事
係

s

期
　
間
　
平
成
17
年
８
月
８
日（
月
）〜
９
月
20
日（
火
）

８
時
30
分
〜
17
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
く
、

郵
送
の
場
合
は
９
月
20
日
必
着
）

天
川
村
役
場
総
務
課
　
1
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
１

天
川
村
職
員
募
集

職種及び採用

受験資格

平成17年　第４回臨時会開会
平成17年第４回天川村議会臨時会が、８月12日に召集され開会しました。
会期については一日限りと定め、附議された議案について審議し、原案のとおり可決して、
閉会しました。本臨時会に提出された議案は次のとおりです。

議決事項
◇平成17年度中央簡易水道施設整備工事にかかる請負契約の締結について

契約金額366,450,000円（内　消費税17,450,000円）

受
験
資
格

職
種
及
び
採
用

受
験
手
続

受
験
申
込
先
・
受
付
期
間

問
い
合
わ
せ

試
験
の
日
時
・
場
所



平
成
17
年
度
の
差
別
を
な
く
す
村
民
集

会
は
、
７
月
19
日
（
火
）
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
１
時
30
分
に
開
会
し
、
主
催
者
の

車
谷
村
長
が
挨
拶
さ
れ
、「
本
村
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
に
む
け
、
行

政
職
員
研
修
を
は
じ
め
、「
毎
月
11
日
は

人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
の
定
着
化
と
車

上
啓
発
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
は
、
私
た

ち
の
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
行
動
が
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
差
別
の

構
造
が
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
特
に
最
近

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別
落
書

き
等
が
後
を
絶
え
ず
、
新
た
な
差
別
の
形

態
と
し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
21
世
紀
は
、
人
権
の
世
紀
で

も
あ
り
国
連
に
お
い
て
は
、
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
10
年
を
継
承
す
る
「
人
権
教

育
世
界
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
今
年
１
月
か

ら
開
始
す
る
こ
と
を
採
択
さ
れ
る
な
ど
、

人
権
尊
重
の
気
運
は
国
際
的
に
も
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
身
近
な
日
常
生
活
を
見

つ
め
直
し
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問

題
と
し
て
、
人
権
侵
害
を
許
さ
な
い
天
川

村
を
築
き
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
奈
良
県
知
事
よ
り
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
西
岡
参
事
が
代
読
さ
れ
、
来
賓
祝

辞
で
は
岡
下
村
議
会
議
長
が
、「
天
川
村

に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
自

由
で
平
等
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
広

く
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
住
民
の
人
権

意
識
は
従
前
に
も
増
し
て
高
揚
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
多

く
の
差
別
事
件
・
事
象
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
、
女

性
へ
の
暴
力
が
社
会
問
題
と
な
り
、
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
メ
ー
ル
な
ど

に
よ
る
新
た
な
差
別
事
象
が
頻
発
す
る
な

ど
多
く
の
問
題
と
課
題
が
山
積
み
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
人
権
」
そ
れ
が
、

人
が
人
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
行
く
権
利

を
有
す
る
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味

に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
も
行
政
が
主
体

と
な
り
真
に
「
人
権
」
が
尊
ば
れ
る
人
権

教
育
・
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
植
林
天
川
村
人
権
・
同
和

教
育
推
進
協
議
会
長
、
鍵
田
光
男
吉
野
郡

（
東
）
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
副

会
長
、
南
文
高
部
落
開
放
同
盟
吉
野
郡
協

議
会
議
長
か
ら
も
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

開
会
行
事
終
了
後
、
細
川
登
先
生
に
よ

る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
細
川
先
生

は
教
職
員
生
活
を
40
年
余
り
な
さ
れ
、
現

在
は
、
御
所
市
の
人
権
教
育
講
師
段
講
師

と
し
て
幅
広
く
講
演
活
動
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
教
職
員
時
代
に
は
、
天
之
川
小
学

校
で
も
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
懐
か
し
い
思

い
で
話
し
か
ら
始
ま
り
「
暮
ら
し
を
見
つ

め
て
」を
テ
ー
マ
に
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
好

評
の
う
ち
に
村
民
集
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

4
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戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭
の

実
施
に
つ
い
て

８
月
15
日
に
第
60
回
目
の
終
戦
記
念
日

を
迎
え
役
場
駐
車
場
横
に
お
い
て
戦
没
者

追
悼
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。

御
尊
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

８月１日より西部地区、中央地区の社会教育指導員として洞川、青木　猛氏が着任致しました。住民の皆
さんもよくご存知のこととおもいますが、青木氏は、４年間の派遣社会教育主事としての実績があり、今後
は皆さんと共に精力的に活動して参りますので、ご協力ご参加くださいますようよろしくお願いいたします。

お
知
ら
せ

皆さん楽しく和やかなムードで取り組んでいました。
またどの事業も人数に余裕がありますので、追加参加OKです！（ご連絡下さい。）
●連絡先　165－0100（ふるさとセンターつどい） 163－0321（教育委員会事務局）

遅ればせながら平成17年度の各教室、クラブが７月より開講しました。

料理
教室

水墨画
教室

卓球
クラブ

陶芸
クラブ
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◆ お問い合わせ・相談窓口／役場 地域政策課 統計係　10747-63-0321（内線152）◆
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国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
、
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世

帯
な
ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
国
勢
調
査
の

「
国
勢
」
と
は
、「
国
の
情
勢
」
を
意
味
し

ま
す
。

い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の
？

日
本
で
最
初
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

た
の
は
、
今
か
ら
八
十
五
年
前
の
大
正
九

年
で
し
た
。
以
後
、
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
、
平
成
十
七
年
に
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
は
十
八
回
目
に
当
た
り
ま
す
。
今
回
の

調
査
で
は
、
人
口
転
換
期
を
迎
え
つ
つ
あ

る
日
本
の
姿
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
？

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
全
世
帯

を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
十
月
一

日
現
在
の
状
況
を
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
十
月
上
旬
に
再
び

各
世
帯
に
訪
問
し
て
調
査
票
を
回
収
し
ま

す
。
十
月
一
日
午
前
０
時
時
点
で
国
内
に

居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
調
査
の
対

象
に
な
り
ま
す
（
外
国
人
も
含
ま
れ
ま
す
）。

年
齢（
３
区
分
）別
人
口
の

割
合
の
推
移

平
均
年
齢
は
52
・
２
歳

昭
和
55
年
以
降
低
下
を
続
け
て
き
た

15
歳
未
満
人
口
は
、
平
成
12
年
に
は
全
体

の
12
・
５
％
に
。
こ
の
ま
ま
で
は
平
成
17

年
調
査
で
は
10
％
を
き
る
恐
れ
が
出
て
き

ま
す
。

一
方
、
15
歳
〜
64
歳
人
口
は
一
定
の
減

少
を
続
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
65
歳

以
上
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
平
成
12
年
調

査
で
は
全
体
の
35
・
５
％
に
。
平
均
年
齢

は
52
・
２
歳
（
男
性
50
・
９
歳
・
女
性

53
・
３
歳
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
昭
和
55
年
〜
平
成
12
年
】

国
勢
調
査
か
ら
み
た
天
川
村
の
す
が
た

調
査
票
は
郵
送
で
き
な
い
の
？

国
勢
調
査
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
お

伺
い
し
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
っ

て
い
る
理
由
は
、
一
定
期
間
内
に
す
べ
て

の
調
査
票
を
回
収
し
、
１
人
の
漏
れ
、
重

複
も
な
く
、
正
確
な
統
計
を
作
成
す
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
を
訪

問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
査
の
趣
旨
や
記

入
の
説
明
を
行
え
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協

力
が
得
ら
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
も

あ
り
ま
す
。

氏
名
も
登
録
さ
れ
る
の
？

調
査
票
に
氏
名
を
記
入
す
る
の
は
、
調

査
対
象
と
し
て
だ
れ
が
調
査
さ
れ
た
か
、

各
調
査
事
項
が
だ
れ
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し
、
調
査
漏
れ

や
重
複
調
査
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
ま
た
、

万
が
一
、
記
入
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
と

き
に
照
合
す
る
手
が
か
り
と
す
る
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
正
確
な
調

査
を
実
施
す
る
目
的
で
氏
名
を
記
名
し
て

い
た
だ
く
の
で
あ
っ
て
、
登
録
や
集
計
の

対
象
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

留
守
に
す
る
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
ま
で
の
調
査

期
間
中
、自
宅
を
留
守
に
す
る
場
合
に
は
、

市
町
村
の
国
勢
調
査
担
当
窓
口
に
連
絡

し
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
日
時
に
つ
い

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査

国
勢
調
査�

国
勢
調
査�

Q�Q�
A�A�
＆�＆�

Q�Q�AAQ�Q�AAQ�Q�AA

Q�Q�AAQ�Q�AA Q�Q�AA

産
業（
３
部
門
）別
就
業
者
の

割
合
の
推
移

第
３
次
産
業
が
全
体
の
67
・
２
％
に

昭
和
55
年
に
は
全
体
の
29
・
８
％
だ
っ

た
第
１
次
産
業
は
、
平
成
12
年
に
は
９
・

９
％
と
１
割
を
き
っ
て
い
ま
す
。
第
２
次

産
業
は
平
成
２
年
か
ら
減
少
を
続
け
、
平

成
12
年
で
は
全
体
の
22
・
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
第
３
次
産
業
は
昭
和
55
年

の
43
・
９
％
か
ら
年
々
増
加
し
、
平
成
12

年
で
は
全
体
の
67
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

産
業
３
部
門
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
次
産
業
…
「
農
業
」、「
林
業
」、「
漁
業
」

第
２
次
産
業
…
「
鉱
業
」、「
建
設
業
」、「
製
造
業
」

第
３
次
産
業
…
「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」、「
運
輸
・
通

信
業
」、「
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
業
」、「
金
融
・
保
険
業
」、「
不
動

産
業
」、「
サ
ー
ビ
ス
業
」、「
公
務
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」

昭和�
55年�

昭和�
60年�

平成�
２年�

平成�
７年�

平成�
12年�

0 100 200 300 500400 600 700

第3次産業� 第2次産業� 第1次産業�

昭和�
55年�

昭和�
60年�

平成�
２年�

平成�
７年�

平成�
12年�

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

65歳以上
15歳～64歳
15歳未満
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※作品は１４時半からの学生による�
発表時間帯でも自由に閲覧できます�
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は
じ
め
ま
し
て
！
私
の
名
前
は
ト
ー
マ

ス
・
ブ
レ
イ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
と
申
し
ま
す
。

ト
ム
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ
ー
州
か
ら
来
ま
し

た
。私

は
、
絵
を
描
い
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

し
た
り
、ピ
ア
ノ
や
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
、

本
を
読
む
の
が
好
き
で
す
。

私
は
、
英
語
指
導
助
手
で
す
。

天
川
中
と
洞
川
中
、
そ
し
て
黒
滝
中
で

英
語
を
教
え
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ム
さ
ん
か
ら
の
自
己
紹
介
で
す

２
年
間
英
語
指
導
助
手
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
、
リ
ン
デ
ィ
ー
・
シ
ャ
ー
プ

さ
ん
が
帰
国
し
、
新
し
く
ト
ー
マ
ス
・
ブ
レ
イ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

今
後
、
村
内
両
中
学
校
を
中
心
に
活
動
し
ま
す
。

見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

国
か
ら
補
助
金
（
地
域
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
…
子
ど
も
た
ち
が
日
曜
日
や
長
期

の
休
業
日
に
、
学
年
の
違
う
子
と
自
由
に

遊
ん
だ
り
、
地
域
の
人
々
と
交
流
し
た
り

し
て
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え

る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。）
を

い
た
だ
き
、
各
地
区
青
少
年
健
全
育
成
会

の
協
力
を
受
け
て
、
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
「
天
川
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

今
年
は
８
回
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
ず
今
回
西
部
地
区
に
お
き
ま

し
て
「
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
と

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ど
ち
ら
の
事
業
に
も
元
気

に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
地
域
の
高

齢
者
や
子
ど
も
会
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
「
中
央
・
洞
川
お
話
の
会
」

や
「
中
央
親
子
映
画
会
」「
洞
川
親
子
ビ

デ
オ
鑑
賞
会
」「
西
部
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

「
子
ど
も
た
ち
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
大
人
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Hello! My name is Thomas Blake Jr.
Please call me Tom.
I am from Tennessee state in the U.S.
I like to draw, play sports, play piano and guitar,
and read books.
I am an assistant English language teacher.
I will be teaching English at Tenkawa, Dorogawa,
and Kurotaki junior high schools.
It's very nice to meet you all.

ふれあいグランドゴルフ（高齢者といっしょに）

クリーン作戦
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本年も８月２日（火）３日（水）両日に亘り、洞

川地区において行者祭が開催され、１日目は、

頭屋の祭、健康祈願大護摩、夜にはひょっとこ

踊り、奉納演芸大会、２日目は、稚児行列、ひ

ょっとこ踊り、鬼の宿・御神火のお勤め、鬼踊

り行列、御礼護摩、花火大会などが盛大に催さ

れました。

■行者祭の云われ

役行者は、飛鳥時代すなわち、(629～641)に生まれ、
天智・天武･持統・文武天皇の時代に大和葛城を中心に

呪術者として世評が高かった人物です。

しかし、晩年に韓国連広足という後に典薬頭になった

人物から、世人を惑わす者として告訴され、伊豆大島に

島流しの刑に処せられました。

その後、無実と判って帰国したとされていますがこの

日を祝って出来たのが行者祭である。

去る８月６日（土）天川中学校技術室におい

て、天川村林業研究グループ主催の「夏休みこ

ども日曜大工」が開催されました。当日は17名
のこどもたちと保護者の方が参加され、慣れな

い手つきながらも、林研グループの皆さんのご

指導もいただき、カナヅチやノコギリを使って

汗だくになりながらみごとな本立てや貯金箱な

どが完成しました。

夏休み
こども日曜大工開催

こんなんつくったよ

行者祭の開催
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去る７月13日（土）天川村塩野地区天満宮において塩野・塩谷・広瀬地区の方々
および地元を離れた方々総勢約80名で西三名踊保存会盆踊り大会がとりがおこなわ
れ、皆さん元気で年齢を忘れて、笑顔いっぱいで昔から地域に伝わるいろいろな踊

りを披露していました。（このまつりは平成８年に結成され今年で10周年となります。）

西三名踊保存会まつり
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現
在
天
川
村
各
地
区
に
お
い
て
道
路
整

備
、
災
害
普
旧
工
事
、
橋
梁
架
設
工
事
な

ど
が
計
画
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
７
月
27
日
現
在
の
工
事
状
況
は

左
記
写
真
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
17
年
９
月
25
日（
日
）
午
前
２
時

市
外
局
番
〔
０
７
４
７
２
〕〔
０
７
４
７

３
〕
地
域
の

市
外
局
番
・
市
内
局
番
が

変
わ
り
ま
す

天
川
村
で
は
、
広
瀬
〜
塩
谷
地
区
の
市
外

局
番
が
、〔
０
７
４
７
３
〕
か
ら
〔
０
７

４
７
〕
に
変
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
・
・
・

■
洞
川
〜
山
西
地
区
の
方

今
ま
で
と
全
く
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
地
区
か
ら
広
瀬
〜
塩
谷
地
区

へ
電
話
を
か
け
る
場
合
〔
０
７
４
７
―
35

―

○
○
○
○
〕
と
な
り
、
今
ま
で
ど
お
り

市
外
局
番
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
五
條
市
、
西
吉
野
村
、
大
塔
村
、

野
迫
川
村
へ
電
話
を
か
け
る
場
合
も
、
今

ま
で
ど
お
り
市
外
局
番
は
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
広
瀬
〜
塩
谷
地
区
の
方

市
外
局
番
〔
０
７
４
７
３
―
５
―
○
○
○

○
〕→
〔
０
７
４
７
―
３
５
―
○
○
○
○
〕

と
変
更
に
な
り
ま
す
。

★
同
じ
市
外
局
番
内（
広
瀬
〜
塩
谷
地
区
）

へ
の
電
話

35
―
○
○
○
○

※
市
外
局
番
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

★
同
じ
市
外
局
番
内
（
五
條
市
、
西
吉
野

村
、
大
塔
村
、
野
迫
川
村
）
へ
の
電
話

２
○
―
○
○
○
○
　
ま
た
は

３
○
―
○
○
○
○

※
市
外
局
番
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

★
洞
川
〜
山
西
地
区
へ
の
電
話

０
７
４
７
―
63
―
○
○
○
○

64
―
○
○
○
○

65
―
○
○
○
○

※
市
外
局
番
は
必
要
と
な
り
ま
す

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
　
み
や
こ
支
店

電
話：

０
１
２
０
―
21
―
４
０
４
７

受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
年
末
年
始
を
除
く
）

天
川
村
内
の
工
事
状
況

お し ら せ

南日裏地区
大型ブロック工事
完成予定 平成17年10月

広瀬地区
村道広瀬塩谷線道路災害
復旧工事
完成予定 平成17年10月

山西地区
道路拡幅法面工事
完成予定 平成17年９月

栃尾地区
大型ブロック工事
完成予定 平成17年12月

沢谷橋 橋梁架設
下部工（A1）工事
完成予定 平成18年９月

南日裏地区
下部工・上部橋梁架設工事
完成予定 平成17年10月

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の

お
知
ら
せ
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〜
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
〜

消
防
本
部
で
は
、
９
月
９
日
の
「
救
急

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
住
民
の
方
々
を
対

象
と
し
た
『
救
命
講
習
会
』
を
開
催
し
ま

す
。
救
命
講
習
会
と
は
、
心
肺
蘇
生
法
の

習
得
を
目
的
と
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
迷

わ
ず
に
適
切
な
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、

基
礎
知
識
と
手
順
を
学
ん
で
頂
く
も
の
で

す
。
心
肺
蘇
生
法
は
特
別
な
器
具
を
必
要

と
せ
ず
、
正
し
い
知
識
と
技
術
が
あ
れ
ば

誰
で
も
行
な
え
る
行
為
で
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
講
習
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
日
時

平
成
17
年
９
月
11
日（
日
）

９
時
〜
12
時

▼
場
所

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田

１
８
７
番
地
　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

３
階
構
堂

▼
対
象
年
齢

18
歳
以
上

▼
受
講
費
用

無
料

▼
定
員

30
名

▼
募
集
締
切

平
成
17
年
９
月
10
日（
土
）

（
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。）

▼
申
込
方
法

消
防
本
部
救
急
係
へ
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
０
７
４
７

受付期間 試験日 試験会場

推　薦
９月５日（月）～ ９月24日（土） 防衛大学校

防衛大学
９月７日（水） 25日（日）

一　般
11月12日（土）
・13日（日） 航空自衛隊

９月９日（金）～ 11月５日（土） 幹部候補生
防衛医科大学

９月30日（金） ６日（日） 学校

看　護　学　生 10月16日（日）
（奈良市）

―
52
―
１
１
９
９

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
に
つ
い
て
の

情
報
や
今
年
の
夏
休
み
に
開
催
し
た
体
感

リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会
へ
参
加
さ
れ
た
児
童

の
感
想
作
品
展
等
を
て
展
示
し
た
「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
展
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

平
成
17
年
９
月
20
日（
火
）〜

９
月
30
日（
金
）の
８
日
間

（
土
日
を
除
く
）

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所

奈
良
県
庁
１
階
　
県
民
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
促
進

奈
良
県
期
成
同
盟
会
事
務
局

（
奈
良
県
企
画
部
観
光
交
流
局
交
通
政

策
課
内
1
０
７
４
２
―
27
―
８
４
８

３
）

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
18
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）
を
希
望
す

る
運
動
機
能
に
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童

と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
本
校
の
肢
体

不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
験
入
学
を
行

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
募
集
事

務
所
　
０
７
４
２
（
２
）
３
７
８
９

い
ま
す
。

《
小
学
部
》

▼
日
時
　
平
成
17
年
10
月
18
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
対
象
　
肢
体
不
自
由
の
障
害
を
有
す
る

幼
児
（
年
長
児
）
・
児
童
と
保

護
者
・
関
係
者

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

県
立
明

日
香
養
護
学
校
（
電
話
０
７
４
４
―
５

４
―
３
３
８
０
）

毎月11日は
「人権を
確かめあう日」です

「
救
命
講
習
会
」
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
各
種
採
用
試
験
の

案
内

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」

開
催
の
お
知
ら
せ

明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習
（
小
学
部
）

I N F O R M A T I NO
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夏休みを利用した学生の職業体験が盛んに行われていますが、今年も洞川中学校の
職業体験で中学２年生の井口侑大君が８月８日、９日の２日間、エコミュージアムセ
ンターのお手伝いをしてくれました。
また今年初めて大学生のインターシップ受け入れで、龍谷大学３回生の藤原美紀さ

んと宮松久美子さんが、８月６日～21日まで、泊まり込みで研修生として就業体験に
来てくれました。藤原さんは将来インタープリター（自然解説員）を、宮松さんは公
務員（環境省！かな？）を目指しているそうです。

インターシップとは
学生が「在学中に自らの専

攻や将来のキャリアに関連し
た就業体験を行う事」で、学
校と企業（非営利団体等も含
む）との連携によって行われ
るものです。
今回の受け入れは天川村と

しても初めてで、正式なもの
ではありませんでしたが、職
業適正や選択について考える
機会にはなったのではないで
しょうか。

「インターシップ・職業体験」

龍谷大学藤原さんと
洞川中学校井口君
仲良く受付のお仕事

井口君
ゴミ拾いではまっ先に
川まで下りて、観光客
が残していったゴミを
全部拾ってくれました。

藤原さん
天川村の植物標本作成中。

宮松さん
しっかりと馴染んでます。
案内してもらえるかな？
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み
な
さ
ん
七
夕
の
物
語
は
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
天
の
川
に
隔
て
ら
れ
た
織
り
姫

と
彦
星
が
、
年
に
一
度
だ
け
会
う
事
を
許
さ
れ
た
日
で
す
。

『
昔
、
天
の
川
の
ほ
と
り
に
、
天
帝
の
娘
で
織
女
と
呼
ば
れ
る
機
織
り
の
大
変
上
手
な

娘
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
織
女
の
織
る
布
は
そ
れ
は
見
事
な
も
の
で
し
た
が
、
機
織
り
ば

か
り
し
て
い
る
娘
を
父
の
天
帝
が
不
憫
に
思
い
、
天
の
川
の
西
側
に
住
ん
で
い
る
、
こ
れ

ま
た
働
き
者
の
牽
牛
と
い
う
牛
飼
い
の
青
年
と
結
婚
さ
せ
る
事
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
、
二
人
は
朝
か
ら
晩
ま
で
天
の
川
の
ほ
と
り
で
お
し
ゃ
べ

り
ば
か
り
し
て
仕
事
に
は
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
は
大
目
に
見
て
い
た
天
帝
も

業
を
煮
や
し
、
つ
い
に
は
天
の
川
の
両
岸
に
二
人
を
引
き
離
し
て
「
再
び
仕
事
に
精
を
出

す
と
誓
う
な
ら
、
年
に
一
度
７
月
７
日
の
夜
に
二
人
が
会
う
事
を
許
す
」
と
い
う
約
束
を

し
た
の
で
す
。』

こ
れ
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
物
語
で
、
日
本
で
も
万
葉
集
で
す
で
に
七
夕
の
歌
が
詠
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
織
女
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
織
姫
様
の
事
で
、
こ
と
座
の
ベ

ガ
を
指
し
ま
す
。
そ
の
青
白
い
清
楚
な
輝
き
か
ら
か
、
西
洋
で
も
「
真
夏
の
女
王
」
と
呼

ば
れ
、
ベ
ガ
を
女
性
に
見
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
ベ
ガ
は
天
文
学
で
は
１
等
星
よ
り
さ
ら

に
明
る
い
０
等
星
と
な
っ
て
お
り
、
星
の
明
る
さ
を
決
め
る
時
の
基
準
の
星
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
こ
と
座
の
ベ
ガ
周
辺
に
、
近
年
、
大
量
の
塵
が
集
ま
っ
て
い
る
事
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
我
々
太
陽
系
の
初
期
の
姿
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
太
陽
に
は
９
人
の
子
供
（
最
近
第
10
惑
星
ら
し
き
も
の
が
、
冥
王
星
以
来

75
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
と
い
う
事
は
、
も
し
か
し

て
織
姫
様
に
も
お
子
様
誕
生
!?
な
ど
と
い
う
喜
ば
し
い
事
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近

の
電
波
観
測
の
計
算
で
、
太
陽
系
に
お
け
る
海
王
星
と
同
程
度
の
質
量
の
惑
星
が
、
同
じ

よ
う
な
距
離
で
ベ
ガ
の
回
り
を
公
転
し
て
い
る
事
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
織

姫
様
お
子
様
誕
生
の
ニ
ュ
ー
ス
は
本
当
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
と
座
に
あ
る
Ｍ
57
と
い
う

惑
星
状
星
雲
は
、
別
名
リ
ン
グ
星
雲
と
も
呼
ば
れ
、
彦
星
が
織
姫
に
送
っ
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ

リ
ン
グ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
子
供
が
出
来
て
お
な
か
の
空
い
た
織
姫
様
の
お

や
つ
（
ド
ー
ナ
ツ
）
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
七
夕
伝
説
の
そ
の
後
は
、
織
姫
様
が

た
く
さ
ん
の
子
供
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
に
暮
ら
す
物
語
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

七
夕
伝
説
〜
そ
の
後
？
〜

８月６日、旧暦で七夕ごろに当たるこの日、（今年は８月11日が、旧暦の
７月７日だったようです。）昼過ぎから晴れたり曇ったりのお天気で、心配
しながらの開催だったのですが、暗くなり星が見える時間になって雨に降
られてしまいました。今回ばかりは強行もできず、途中から中止とさせて
頂きました。
以倉先生のお知り合いで、吉野中学の前先生もお

忙しい中駆けつけて下さり、自前の望遠鏡（かなり
大きい）までお持ち頂きました。以倉先生のお話と

共に、見せて頂けるのを楽しみにしてい
たのですが本当に残念でした。

残念ながら「星の観察会」は中止になりました。

講師の以倉先生

桝源グランドをお借りして準備万端！
地べたに寝転がって大空を眺めるだけでも
皆さん（わたしだけ？）それなりに大満足！！

後日、以倉先生の提案で、先生が個人的に星の観察会

をしてくださる事になりました。次号でお伝えできる

かも知れません。

前先生の望遠鏡



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉
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●生駒市壱分町　吉富英樹さんとご家族
Q 天川村に訪れたのは初めてですか
A ５年前より毎年来ています。
Q 天川村についての印象はどうですか。
A 川がとてもきれいで空気が澄んでいてこのままの自然を
残してほしいです。(又、来年も来ます。)

ゆりの花

★皆さまからの写真をお待ち
しています。
（子どもの写真、花・風景
の写真でも結構です）

お申込みは役場広報係まで。
◆
人
口
　
2,050人（

－
７
）
男
965人（

－
３
）
女

1,085人（
－
４
）

◆
世
帯
数

825戸（
－
１
）

2005年
７
月
31日

現
在
（

）
内
は
前
月
と
の
比
較
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